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Abstract 
The purpose of this study was to examine the relationship between the objective number of daily steps and the walking 

environment as determined by the Walk Score. The subjects were adults living in Isehara City, Kanagawa Prefecture, who 

participated in the government-sponsored incentive program implemented from 2016 to 2018.We measured the number of daily 

steps during 6 months in this program, calculated the Walk Score using the address of residence, and investigated the 

personal factors related to the number of steps. Data from 371 adults were analyzed using Multiple regression. Multiple 

regression analysis was performed with the objective variable as the average number of daily steps, the explanatory 

variable as the Walk Score, and the adjustment variable as the individual factors. The Walk Score was not associated 

with the average number of daily steps during 6 months. The results of this study were different from some overseas 

studies based on the Walk Score. It may be necessary for future study to develop a Japanese version of the Walk Score. 
 
 
 Ⅰ．緒言 

「健康日本 21（第二次）」1）では，身体活動・

運動が生活習慣病や社会生活機能，生活の質など

の予防・改善において効果があることを示してい
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る．特に日頃の歩数を増加させることは，日常生

活での身体活動量を増やす具体的な手段として重

視されている．歩数の増加を促す要因は複数あり，

心理的要因，社会的要因，環境的要因などがある
2）．この中でも歩数の増進に関連する環境的要因

として歩行環境の重要性が着目されているが 3），

それらの評価は主観的な手法によるものが多い 4）．

また，客観的な環境の評価として GIS（Geographic 

Information System）という地理情報システムが

使われるが 5），これは専用の高額なソフトが用い

られ，専門性が高く簡便性が低いなどの課題があ

る． 

一方，アメリカの Walkscore.com が公開してい

る「Walk Score®」6）は，誰でも容易に使用ができ，

客観的な歩行環境の評価を可能とした web ベース

のツールである．Walk Score の研究は，アメリカ

の他にオーストラリアやカナダにおいて積極的に

おこなわれている．例えば，Cole R らは，車に依

存し Walk Score が低い地域の住民は，Walk Score

が高く歩きやすい地域の住民よりも歩行時間が短

くなると報告している 7）．日本では，Koohsari M

らが，都市部と農村部から 1000 軒以上の居住地の

住所を用い，Walk Score の妥当性を検証している
8）．人口密度の高い地域では，商店などの施設が

多い，公共交通機関へのアクセスが良好というこ

とから，近隣環境と Walk Score に相関があること

を報告している．しかし，Walk Score を利用した

研究は，欧米に比べて極めて少ない．Walk Score

は，簡便な歩行環境評価の指標であり，日本にお

いて，歩行を促進するような街づくりの検討や，

歩行環境に基づいた歩行支援をおこなう際に活用

できる可能性があることから，日本人を対象とし

た研究蓄積は意義がある． 

以上のことから，本研究はインセンティブプロ

グラム参加者を対象に，客観的に把握した歩数と

Walk Score で把握した歩行環境の関連を検討す

ることを主な目的とした． 

 
 Ⅱ．方法 

1．対象者及び内容 

対象は，神奈川県伊勢原市に在住する成人で，

2016 年～2018 年に実施した行政主催のインセン

ティブプログラムへの参加者とした．募集は，市

の広報による周知を中心におこなった．その結果，

3 年間で 499 名の参加を得た．複数回参加した人

は初回のデータを使用した．なお，参加者に対す

る特別な除外基準は設けなかった．介入期間とし

ては，2016 年，2017 年，2018 年ともに約 7 ヶ月

間おこない，各年度の 9 月に開始し，翌年の 3 月

に終了した．本研究は，月 1 回程度，健康や運動

に関する講義と実技指導をおこなった．加えて，

活動量計（AM500N:株式会社アコーズ製）にて約半

年間の歩数を計測し，達成した歩数に応じてイン

センティブ（米や健康関連グッズなど）を授与し

た．活動量計の貸与時には，活動量計の使い方や

正しい装着位置，毎日装着するなどの指導をした． 

また，本研究の前後には歩数に関連する基本属

性と生活習慣（性，年齢，現在の仕事，家族構成，

健康状態，体型満足度，生活満足度，飲酒，喫煙）

の調査を実施した．また，参加時に得られた全住

所から，番地または号までを使用し Walk Score

を算出した． 

 
2．Walk Score®とは 

Walk Score は，各施設が入力住所から歩いて行

ける距離にどの位あるかを計算し，0～100 点で得

点化する web ベースのツールである．各施設は 9

種類のカテゴリー（ grocery， restaurants，

shopping，coffee，banks，parks，schools，books，

entertainment）に分類し，施設の重要度により得

点が与えられ，同じ施設でも長距離になるほど得

点が減少するなど，いくつかの基準を基に得点が

配分される．入力住所から徒歩 5分（0.25マイル，

約 400m）以内の施設には最大得点，30 分（1.6 マ

イル，約 2600m）以降の施設には得点がつかない

距離減衰機能になっている． 
 
3．統計解析 

本研究は，本研究への初回参加時のデータを使

用し分析した．そのため，3年間参加した者は 2016

年に参加した時のデータを使用し，1 回だけ参加

した者は参加年のデータを使用することとした．

分析に際し市外在住者や運営者，データ欠損者を

除外した．加えて，半年間の平均歩数は，厚生労 
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働省の平成 29 年「国民健康・栄養調査」結果 9）

の概要を参考に100歩未満または 50,000歩以上の

値を除き，さらに±2SD の範囲外にあたる値も除

外した．その結果，371 名（男性 121 名：平均年

齢 66.2 歳）を分析対象者とした（表 1）．主な解

析として，対象者の半年間の平均歩数と Walk Score

の関連を検討するため，相関係数の算出，目的変

数を半年間の平均歩数，説明変数を Walk Score，

調整変数を個人属性とした重回帰分析をおこなっ

た．統計ソフトは IBM SPSS Statistics 23 を用い，

有意水準を 5％未満とした． 

 

 

4．倫理的配慮 

本研究は，「人を対象とする医学研究に関する

倫理指針」における非識別加工情報を伊勢原市か

ら提供を受けて実施した．調査自体は，伊勢原市

の健康づくりや学術的利用に役立てること，個人

を特定した形で公表はしないこと，調査不参加に

より不利益を被ることはないことが口頭で説明さ

れ,書面にて同意を得ておこなった． 

本研究は，関連する自治体や企業等との開示す

べき利益相反はない． 

 
Ⅲ．結果 

 半年間の平均歩数とWalk Scoreの間で強い相関

（r=0.06）は認められなかった（図 1）．重回帰分

析においても，Walk Score は半年間の平均歩数に

有意な関連は認められなかった．調整変数の性別

（p≺.001），体型満足度（p≺.01），喫煙（p≺.05）

は有意な関連が認められた（表 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 対象者の歩数と Walk Score の相関 

表 1 分析対象者の特性 

n＝371 ％

男性 121 32.6

女性 250 67.4

64歳以下 107 28.8

65歳以上 264 71.2

平均 SD（±）

8381.8 2796.0

64.9 17.8

項目

Walk Score（点）

項目

性
別

年
齢

半年間の歩数（歩）



宇野真里子・位髙駿夫・岡本尚己・久保田晃生 

東海大学紀要体育学部 14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．考察 

本研究は日本人のインセンティブプログラム

参加者を対象に，客観的に把握した歩数と Walk Score

による歩行環境の関連を検討することを目的とし

た．その結果，歩数と Walk Score の間で強い相関

は認められなかった．先行研究の多くは，近隣環

境と Walk Score の関連が報告されている．例えば，

Cole R らは，オーストラリア在住の 18～64 歳の

成人 16,944 人を対象に，自宅からの移動に関する

歩行と Walk Scoreの検討をしたところ，Walk Score

が高い地域は低い地域よりもウォーキングの頻度

や時間が増加すると報告している 7）．また，歩き

やすい地域は車に依存している地域と比較すると，

1 日あたり 30 分の歩行の実施が 1.4～2 倍増える

としている．さらに，Dustin DT らは，アメリカ

の 4 つの大都市に在住する家族（5～11 歳の子供

が指定のプログラムに参加）を対象に研究をおこ

なったところ，居住地近隣の歩きやすさや人口密

度などが Walk Score と相関するという報告をし

ている 10）．また，この研究では GIS という客観的

な歩行環境の指標も使用しており，GIS による近

隣の歩きやすさと Walk Score の間に中程度の相

関があると述べている．しかし，これらの先行研

究は，対象者の人数や対象地域の選定において本

研究よりも大きい規模で実施しているため，本研

究では先行研究と異なった結果となった可能性が

ある．さらに，Nykiforuk C らは，カナダにおい

て地域の規模，インフラストラクチャ，人口密度

の異なる3つの州（Bonnyville，Medicine Hat，North 

Central Edmonton）を対象に Walk Score の検証を

おこなっている 11）．その結果，目的地と Walk Score

の関連の強さは，地域の規模によって異なるとし

ており，都市の規模が小規模（Bonnyville），中規

模（Medicine Hat），大規模（North Central 

Edmonton）の順で Walk Score に強い関連を示して

いる．本研究では人口約 10 万人の伊勢原市を対象

としたが 12)，これは先行研究において中規模とな

るMedicine Hatよりも約4万人多い規模であった13）．

つまり，伊勢原市よりも小規模の地域，大規模の

地域を選定し，歩行環境と Walk Score の相関を検

討すると，先行研究と同様の結果が得られたかも

しれない． 

これらの研究はオーストラリアやアメリカ，カ

ナダなど海外の歩行環境に対する研究であるため，

下限 上限

Walk Score（点） .049 .305 -7.07 22.52

性別 -.398 ✽✽✽ -2988.55 -1759.89

年齢 .108 .066 -1.90 60.01

現在の仕事 .089 .116 -135.43 1221.13

家族構成 .084 .084 -86.64 1366.00

健康状態 .070 .167 -251.85 1447.03

体型満足度 -.143 ✽✽ -1362.95 -245.66

生活満足度 .016 .759 -768.81 1053.89

飲酒 -.073 .161 -987.02 164.33

喫煙 -.110 ✽ -2582.32 -130.09

✽:<.05，✽✽:<.01，✽✽✽:<.001

項目 β p
95％信頼区間

表 2 半年間の平均歩数に関連する要因 
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日本特有の環境と一致しない場合もある．また， 

Walk Score は，入力住所の周りの施設数または入

力住所から施設までの距離から得点を割り出すア

ルゴリズムになっている．つまり，Walk Score の

得点に含まれる 9 つの施設の重要度が海外と日本

おいて異なると，Walk Score の得点と歩数に関連

が見出せなくなる可能性も高い．例えば，瀬古ら

の研究では， Walk Score の中でも得点の高

い”restaurants”の利用頻度は，国内勤務者より

も海外勤務者において増加していた 14）．文化的な

背景が結果に影響を及ぼすことも考えられる．一

方，日本における Walk Score の妥当性は示されて

いるが 8），本研究では海外の Walk Score 研究との

相違が認められたことからも，日本人を対象とし

た更なる研究の蓄積が必要である．  

本研究は，先行研究と異なる結果を示したが，

これは，本研究の内容であるインセンティブプロ

グラムが影響した可能性がある．インセンティブ

によって，本研究の参加者の多くは本研究の取り

組みへ積極的に関わり，脱落せずに継続したこと

から，半年間の平均歩数が国民の平均値 9）よりも

高いという結果であった．一方，半年間の平均歩

数と Walk Scoreに強い相関や有意な関連は認めら

れなかったことから，アメリカでつくられた歩行

環境の指標であるWalk Scoreは日本の歩行環境を

把握する手段として適切でない可能性もある．そ

のため，海外と日本では Walk Score を計算するア

ルゴリズムを再検討していくことも必要であると

考えられる．加えて，海外とは異なる日本特有の

環境や文化があることは明らかであり，日本の生

活環境に合わせた日本版の Walk Scoreを開発して

いくことも，今後の研究として必要ではないかと

考えられる． 

なお，半年間の平均歩数には調整変数の性別，

体型満足度，喫煙において有意な関連が認められ

た．「健康日本 21（第二次）」1）における歩数の目

標値はどの年代でも男性の歩数が女性よりも多く，

性差がある．本研究でも半年間の平均歩数には性

別が大きく影響することが明らかとなった．また，

体型への不満により，手軽におこなえる有酸素運

動であるウォーキングの実施が増え，歩数が増加

した可能性が考えられる．さらに，喫煙において

は喫煙者よりも非喫煙者において歩数が多く，先

行研究と同じ結果が得られた 15）． 

本研究の分析対象者は，健康に関する講義や実

技指導を自ら進んで受けていたたこともあり，健

康行動に関心の高い人といった偏りも考えられる．

さらに，研究の対象地区が神奈川県伊勢原市のみ

であったことから，限られた住民の結果であった

可能性は否定できない．しかし，客観的な歩数の

把握と歩行環境を検討したこと，海外で積極的に

進められていたWalk Scoreの研究において日本人

を対象におこない検証したことなど，一定の成果

が認められたことは意義があったと考えられる． 
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